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（全事業共通） 

 地域ケア会議等で把握された課題等を地域

に発信するだけでなく、解決の糸口づくりに努

めています。 

 定期的な会議の開催も含め各職種間のコミ

ュニケーションが図られており、事業の企画等

に活かされています。 

（地域活動・交流） 

広報紙に QR コードを載せるなど、アクセス

しやすいような工夫がみられました。広報紙だ

けでなく、ホームページも地域資源の情報をマ

ップ化して公開し、効果的な情報発信ができて

います。 

 新たに立ち上がった子育てグループの支援

も他機関と連携して行い、活動の充実につなが

りました。 

（生活支援体制整備） 

フットワーク軽く地域に出向き、状況の把握

や課題の抽出等を進め、地域の自主性を重視し

た取組支援につなげました。 

地域の課題を把握し、地域ケアプラザ内で情

報共有を進めたほか、区や区社会福祉協議会も

含めて議論を進めるなど、広い視野で取組を進

めてくださっています。 

（地域包括支援センター） 

 医療介護の連携推進のため、ケアマネジャー

交流会や地域ケア会議等を活用し、協力医とケ

アマネジャーが意見交換できる場を新たに設

けるなど取組に工夫がみられ、多職種の連携推

進に加え、ケアマネジャーの医療面の知識向上

につながりました。 

 また、地域住民と関係機関等との連携推進に

向け、民生委員とケアマネジャーの連携の機会

として、既存の会議の活用を検討するなど地域

の支援者間の顔が見える関係づくりにも取り

組まれていました。 

 


